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COVID19パンデミックの現状

・主要各国との比較に使用していたFinancial Timesのデータは昨年末で集計終了

・国内各県の比較データをアップしていた

札幌医科大のデータも5月8日で終了。

（人口100万人当たり7日間計感染者数）

・5月8日の2類⇒5類への移行以来、既に

ポスト・コロナに社会体制も移行。

・コロナ関連の情報提供は今回で終了。
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インバウンド再開
・コロナ禍前後の訪日外国人数： JNTO（日本政府観光局）データ

◦ 昨年10月の政府の入国規制緩和以降、訪日外国人数は急増しており、2023年4月には200万人に迫
り、ピーク時の三分の二まで回復。

3YOICHI MIURA©



インバウンド再開

・ゴールデンルート以外の観光地 ・体験型ツアー

（川越、修善寺など） （ハイキング、寿司づくり、酒蔵、TeamLabなど）
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・インバウンド再開後、訪日客の訪問先にコロナ前とは異なる傾向が見える。



インバウンド再開
・インバウンド需要は旺盛だが、リスク回避はとても重要

・天守閣の急階段や石畳（彦根城） ・何気ない街路に潜む危険
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